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ご使用の前に

使い方

こまったときに・保証など

pisu（ピ・イス）

HM-601
要 保 存

マッサージチェア
取扱説明書

受付時間 9:00～19:00（祝日を除く月～金）
（都合によりお休みさせていただくことがあります。） 

商品に関するお問い合わせは 

オムロンお客様サービスセンター 

フリーファックス 
〈通信料無料〉 

フリーダイヤル む ろ ん オ ム ロ ン  

ダイヤルは正確に 

■このたびは、オムロンマッサージチェアをお買い上げい
ただきましてありがとうございました。

■安全に正しくお使いいただくため、ご使用前にこの取扱
説明書を必ずお読みください。

■本書はいつもお手元においてご使用ください。

■本書は品質保証書を兼ねています。紛失しないように保
管してください。

1. 取扱説明書にしたがった正常な使用状態で、お買い上げ後1年以内に故障した場合には無償修理い

たします。

2. 無償修理期間内に故障して修理を受ける場合は、商品に本書を添えてオムロンお客様サービスセン

ターに依頼してください。

3. 無償修理期間内でも次の場合には有償修理になります。

（イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷。

（ロ）お買い上げ後の落下などによる故障および損傷。

（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や電源の異常電圧による故障および損害。

（ニ）本書の提示がない場合。

（ホ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き替え

られた場合。

（ヘ）故障の原因が本製品以外に起因する場合。

（ト）車両や船舶等に設置された場合に起因する故障および損傷。

（チ）営業、業務用に使用した場合による故障および損傷。

4. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

5. この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無償修理をお約束するものです。したがっ

てこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。

6. 補修用部品は製造打ち切り後、最低6年間保有しています。

品　質　保　証　書
このたびは、オムロン健康機器を、お買い求めいただきありがとうございました。本機は厳重な検査を行な

い高品質を確保しております。しかし通常のご使用において万一、不具合が発生しましたときは、保証規定

によりお買い上げ後、一年間は無償修理いたします。

※本機の保証は、日本国内での使用の場合に限ります。
This warranty is valid only in Japan.

※以下につきましては、必ず販売店にて、記入捺印
していただいてください。

お買い上げ店名

印

住所

Tel. （ ）

お買い上げ年月日 年 月 日

品　名　　オムロンマッサージチェア pisu（ピ・イス）

形　式　　HM-601

ご芳名

ご住所

Tel. （ ）

保証規定

9041319-2B

発売元

ヘルスケアビジネスカンパニー
〒105-0001 東京都港区虎ノ門3-4-10
TEL03(3436)7092
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安全上のご注意 お使いになる前によくお読みください

1

●ここに示した警告サインと図記号の例は、製品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる人や、他の人々への危害や
財産への損害を未然に防止するためのものです。

●表示と意味は次のようになっています。

*物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットに関わる拡大損害を示します。

警告サイン 内　容

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり物的損害*の発生が想定される内容を示します。

警告 

注意 

図記号の例

△記号は注意（警告・危険を含む）を示します。
具体的な注意内容は、△の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は“感電注意”を示します。

記号は禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は“分解禁止”を示します。

●記号は強制（必ず守ること）を示します。
具体的な強制内容は、●の中や近くに文章や絵で示します。
左図の場合は“一般的な強制”を示します。

警告 

マッサージ機能は治療目的以外には使用しないで
ください。
• 体調不良になったり、ケガをする恐れがあります。

頭、おなか、肘、ひざ、手などへの使用や、うつ
ぶせでの使用はしないでください。
• 体調不良になったり、ケガをする恐れがあります。

（首筋には、柔らかいタオル等をあててのご使用を

お勧めします。）

幼児や子供に使用させたり、本機の上で遊ばせた
りしないでください。
特に幼児や子供を座部に寝かせないでください。
• ケガをする恐れがあります。

浴室など湿気の多い場所で使用しないでください。
また、屋外では使用しないでください。
• 火災、感電、故障の原因になります。

布地が破れた状態（内部機構が露出）では使用し
ないでください。
• ケガをする恐れがありますので、オムロンお客様

サービスセンターへ修理の依頼をしてください。

（ 27ページ）

ご使用前には必ず、背パッドをはね上げて、本体
やパッドの布地が破れていないか確認し、わずか
でも破れた状態では使用しないでください。
• ケガをする恐れがありますので、オムロンお客様

サービスセンターへ修理の依頼をしてください。

（ 27ページ）

もみだまの間に手などを入れないでください。
また、椅子部を回転させるときは、座部と回転台
座の間に手や足を入れないでください。
• ケガをする恐れがあります。

同時に2人以上で使用しないでください。
• ケガをする恐れがあります。また、床面や本機を

傷める恐れがあります。

警告 

本機を分解したり、改造したりしないでください。
• 感電する恐れがあります。また、発火したり、異

常動作をして、ケガをする恐れがあります。

お手入れの際は、必ず電源スイッチを切り、電源
プラグをコンセントから抜いてください。
• 感電やケガの恐れがあります。

本機に水をかけないでください。
• 感電の恐れがあります。また、故障の原因になり

ます。

注意 

1回の使用時間は、同一箇所には5分以内、背全
体へは15分以内としてください。
• 長時間の使用は、筋肉や神経に対して必要以上の

刺激となり、逆効果になります。

使用中、気分が悪くなったり、刺激が強すぎて苦痛
を感じた場合は、すぐに使用を中止してください。
• 体調不良になったり、ケガをする恐れがあります。

本機を設置する場合には、床面が水平な場所に置
いて使用してください。
• 不安定な場所では転倒したり、ケガをする恐れが

あります。

リクライニングを使用するときや、椅子部を回転
させるときは、十分なスペースがあることを確認
してください。また本機の後ろや周囲に人（特に
幼児や子供）やペット、家具など障害物がないこ
とを確認してください。
• ケガをさせたり、家具や本機を傷つける恐れがあ

ります。

本機を移動するときは、コード類は束ねてくださ
い。持ち上げるときは、必ず2人以上で両側から
肘かけ部の下を持ってください。またリクライニ
ングレバーを持って移動しないでください。
• バランスを崩し、本機を落とす恐れがあります。

本機を持ち上げて運ぶときは、回転台座にあたら
ないように気をつけてください。
• ケガをする恐れがあります。

回転するときは電源コードにも充分余裕があるこ
とを確認してください。
• ケガをする恐れがあります。

椅子部を回転させるときは電源コードを巻き込ま
ないようにしてください。
• コードの破損による感電の恐れがあります。

設置するときは、マットなどを敷いてください。
• 床や畳などを傷つける恐れがあります。

本機を設置するときは、ゆっくりと置いてください。
• 床や畳などを傷つける恐れがあります。

座るときはもみだまの位置を確認の上、肘かけ部
を持って椅子部が回転しないようにして静かに座っ
てください。
• 床や畳などを傷つける恐れがあります。

• ケガをする恐れがあります。

電源コードやリモコンコードが本機の下敷きにな
らないように注意してください。
• 故障の原因になります。

使用時以外は、リモコンコードや電源コードを束
ねておいてください。リモコンコードはリモコン
ポケットに収納してください。
• 幼児や子供がコードで遊んでケガをしたり、子供

のいたずらによる事故やケガの恐れがあります。

電源プラグは確実に最後まで差し込んでください。
• 感電の恐れがあります。

• ショートや発火の恐れがあります。

背パッドは必ず付けて使用してください。
• 体調不良になったり、ケガをする恐れがあります。

次の方は、必ず医師と相談の上ご使用ください。
■医師の治療を受けている人や特に体に異常を感
じている人

■背骨に異常のある人、背骨が曲がっている人　
■悪性腫瘍のある人　■急性症状のある人
■骨粗しょう症の人　■妊娠中や生理中の人
■安静を必要とする人
■心臓に障害のある人（狭心症、心筋梗塞等の
疾患のある人、ペースメーカー使用の人）

■かつて治療を受けたところまたは患部へ使用
する人　■熱の高い人　■体力の衰えた人　

■知覚障害のある人
• 事故や体調不良を起こす恐れがあります。

自分で意思表示できない方への使用はおやめくだ
さい。また、体の不自由な方は必ず介護の方の付
き添いの上で使用してください。
• 体調不良になったり、ケガをする恐れがあります。

濡れた手で電源プラグの抜き差しや、電源スイッチ
またはリモコンの操作をしないでください。
• 感電やケガの恐れがあります。
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注意 

長時間の使用および眠りながらの使用はしないで
ください。
• 長時間の使用は、筋肉や神経に対して必要以上の

刺激となり、逆効果になります。

• 眠りながらの使用でケガをする恐れがあります。

頭部に髪飾りなどの固い物をつけて使用しないで
ください。また長い髪の人は束ねるなどして使用
してください。
• ケガをする恐れがあります。

椅子部を勢いよく回転させないでください。
• マッサージ中は、もみだまの位置により痛みを感じ

たり、ケガをする恐れがあります。

• 本機が床や畳の上をすべり、床や畳を傷つける恐れ

があります。

ストーブなどの熱器具の近くに置かないでください。
• 火災や故障の原因になります。

腰痛など腰の悪い方は本機を持ち上げないでくだ
さい。
• 症状を悪化させる恐れがあります。

回転台座を持って運ばないでください。
• 椅子部が回転すると、ケガをする恐れがあります。

本機を移動する場合、人または物をのせたままの移
動や、引きずるような移動はしないでください。
• 腰を痛めたり、ケガをする恐れがあります。

• 本機の底面や床面を傷める恐れがあります。

本機を移動する場合には、コード類を束ね、踏み
つけないようにしてください。また、強いショッ
クを与えたり、落としたりしないでください。
• 故障の原因になります。またケガをする恐れがあ

ります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセント
の差し込みがゆるいときは使用しないでください。
• 感電、ショート、発火の原因になります。

素肌や衣服が濡れたままで使用しないでください。
• ケガや感電の恐れがあります。

背もたれ、肘かけの上にのったり、座ったり、立
ち上がったり、飛び跳ねたりしないでください。
• ケガをする恐れがあります。また、床面や本機を

傷める恐れがあります。

リクライニングした状態で背もたれによりかかっ
たり、押さえつけないでください。
• 転倒する恐れがあります。

リモコンを落下させたり、踏んだりしないでくだ
さい。
• 故障の原因になります。

背もたれと座部や肘かけ部のすき間に、手や足を
入れないでください。
• ケガをする恐れがあります。

本機のもみだま移動部を強く押したり、もみだま
の間に物を挟んでもみだまの動きを止めないでく
ださい。
• やけどをする恐れがあります。

• 故障の原因になります。

本機の近くで、携帯電話を使用しないでください。
• 本機が誤動作する恐れがあります。

椅子部を頻繁に回転させて使用しないでください。
• 特にリクライニング状態で頻繁に回転させると、

気分が悪くなる恐れがあります。

• マッサージ中に回転させると、気分が悪くなる恐

れがあります。

回転台座が床から浮くような状態で使用しないで
ください。
• 回転台座と床の間に手や足を挟んだり、転倒した

りして、ケガをする恐れがあります。

停電時はただちに電源スイッチを切り、電源プラ
グをコンセントから抜いてください。
• 事故やトラブルにつながる恐れがあります。

注意 
電源プラグにピンやゴミ、水分を付着させないで
ください。
• 感電やショート、発火の原因になります。

交流100V以外では使用しないでください。また、
タコ足配線はしないでください。
• 火災、感電、漏電の原因になります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工した
り、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、
使用時は束ねたりしないでください。また重い物
をのせたり、挟み込んだりしないでください。
• 感電や漏電火災の原因になります。

お願い
必ず衣服を着用してご使用ください。

使用時のスイッチ操作は動作を確認しておこなってください。
• 動作が急に変わることによって苦痛を感じる場合があります。

体重135kg以上の方は本機をご使用にならないでください。
• 故障の原因になります。

続けて使用する場合は、しばらく休んでからお使いください。

座部の上で飛び跳ねたり、強く踏みつけたりしないでください。
• 縫い目部分や生地が破れたりする恐れがあります。

背パッド、枕、肘パッド（左／右）、座面パッドなどに入浴剤（とくにイオウ分を含んだもの）やシャンプー、整髪料な
どが付着したときは、速やかに乾いた布で拭き取ってください。

本機はソフトレザー（合成皮革）を使用していますので、ソフトレザー（合成皮革）の上にビニール製品やゴム製品を
置くと、ビニールやゴムの成分が移行してソフトレザー（合成皮革）が変色する恐れがあります。

雷の発生時には使用を中止し、電源スイッチを「切」にし電源プラグをコンセントから抜いてください。
• 落雷があると故障の原因になります。

直射日光が当たるところに保管しないでください。
• 生地の変色の恐れがあります。

本機を廃棄するときはお住まいの市区町村の指導に従って処分してください。
• 環境汚染の恐れがあります。

本機が動作しない場合や、リクライニング動作、回
転動作の異常など、おかしいなと感じたときは、使
用をただちに中止し、電源スイッチを切り、電源プ
ラグを抜いて、オムロンお客様サービスセンター
へ修理の依頼をしてください。（ 27ページ）
• ケガをする恐れがあります。

• 感電、ショート、発火の原因になります。

使用時以外は必ず電源スイッチを「切」にし電源
プラグをコンセントから抜いてください。
• 感電や漏電火災の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに
必ず電源プラグを持って抜いてください。
• 電源コードが断線やショートして火災や感電の原

因になります。
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■手もみ感覚のマッサージを体験できます
手もみ感覚のマッサージの基本メニューは6種類（背筋のばし、指圧、もみ、たたき、もみたたき、とんとん）を

ご用意。さらに、これらを組み合わせることにより豊富なメニューでマッサージができます。（ 23ページ）

■3つの自動コースでおまかせマッサージができます
手軽に使える、おまかせモードをご用意。プロの手もみ感覚を再現した3つの自動コース（上半身、首・肩、

腰）をご使用いただけます。（ 19ページ）

コースを選択したら、あとはおまかせで、マッサージできます。

■もみだま設定と肩位置設定でより効果的なマッサージができます
もみだま設定は、マッサージの速さ、もみだまの左右の間隔、もみだまの高さを変えられる機能です。コリ具

合やコッている部位に合わせて調節してください。（「おこのみモードを使う」 21ページ）

肩位置設定は、お客様の肩の位置に合わせてマッサージ範囲を調節する機能です。肩位置調節でより効果的な

マッサージを実現します。（ 18ページ）

■ゆったりとした座りごこちで快適さを実感できます
人間工学に基づく、座りごこちの追求、家具調デザインの採用、素材へのこだわり、また、リクライニング機

能や、座部の回転などにより椅子としての快適さを実感いただけます。

梱包箱の中には次のものが入っています。商品内容を確認してください。
万一、不足のものがありましたら、
オムロンお客様サービスセンター（7 0120-30-6606）までご連絡ください。

本体

枕背パッド

肘パッド（左）

肘パッド（右）

座面パッド

取扱説明書
（本書：品質保証書付き）

パッドの別売品について
品名 色 型式

肘パッド(左右セット) ベージュ HM-601C-HIJI
オレンジ HM-601D-HIJI
ブラウン HM-601T-HIJI

枕 ベージュ HM-601C-MAKUR
オレンジ HM-601D-MAKUR
ブラウン HM-601T-MAKUR

背パッド ベージュ HM-601C-SEPAD
オレンジ HM-601D-SEPAD
ブラウン HM-601T-SEPAD

座面パッド ベージュ HM-601C-ZAPAD
オレンジ HM-601D-ZAPAD
ブラウン HM-601T-ZAPAD

パッドセット ベージュ HM-601C-PADSE
オレンジ HM-601D-PADSE
ブラウン HM-601T-PADSE

別売品のお問い合わせ・お求めはオムロンお客様サービスセンター
（ 27ページ）

本機は付属品のパッドのほか、下記の色違いのパッドを別売品
としてご用意しております。
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取り付け完成イメージ図

枕
マッサージするときに、おこのみで
ご使用ください。

背もたれ
マッサージ機構を内蔵
しています。

回転台座

背パッド
※必ず付けてお使いください。

座面パッド

肘パッド（右）

肘パッド（左）

電源プラグ

電源コード

本体
「入／切」スイッチ
リモコンの電源を入／切します。マッサージ中に押すと、マッサージ
を終了します。（もみだまが収納位置に移動して停止します。）

「停止」スイッチ
マッサージを停止します。

リクライニングレバー
リクライニングするときに
ご使用ください。
（ 16ページ）

電源スイッチは「切」の状態です。

電源スイッチは「入」、リモコンは「切」でもみだまが収納
位置にある状態です。

リモコンは「入」でマッサージ待機中またはマッサージ中の
状態です。

リモコンを「入」にした直後か、もみだまが収納位置に移動
している状態です。

「入／切」ランプの見方

オレンジ色点灯

ランプは消灯

緑色点灯

肩位置設定
もみだまの最高位置を肩の位置に調節します。
（ 18ページ）

おまかせモード

あらかじめ設定されたプログラムに従ってマッサージします。
（ 19ページ）

おこのみモード
マッサージしたい部位をおこのみに合わせてマッサージします。
（ 21ページ）

もみだま設定

おこのみモードを使っているとき、マッサージの動作を調節できま
す。（ 21ページ）

速度調節「 ／ 」スイッチ：
マッサージの速さを5段階に調節します。
位置調節「 ／ 」スイッチ：
もみだまの高さを調節します。押しつづけると、
もみだまが上・下に移動します。

「幅調節」スイッチ：
もみだまの左右の間隔を3段階に調節します。

電
源 

入 

切 

電
源 

入 

切 

緑色点滅

※お買い求めのときは、パッドは取り付けられていません。
詳しくは、「パッドを取り付ける」をご覧ください。（ 11ページ）

電源スイッチ

リモコンコードリモコン

リモコン
コード

リモコンポケット
リモコンを収納する
ポケットです。

電源コード

リモコン
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床面が水平な場所を選び、壁や人にあたらないように十分なスペースを確保してください。
また床などを傷めないよう、必ずマットなどを敷いてください。

1マットなどを敷き、本機を置く
本機を移動するときは、必ず2人でおこなってくだ
さい。（「設置後移動するときは」 10ページ）

2必ず手をそえて背もたれが固定
されるまで起こす
約100°まで起こすとカチッと音が鳴り、固定さ
れます。（起こした背もたれは固定され、以後は
折りたためせん）

設置後、電源コードとリモコンコードを確認してください！
コードが背もたれと肘かけの間に挟まれたり、回転台座の下になっていませんか？

十分なスペースをとりましょう

100°�

カ
チ
ッ 

リクライニングしますので、後方に
50cm以上のスペースをとってくだ
さい。

50cm

約135° 

回転しますので、両幅70cm以上
のスペースをとってください。

本機を移動するときは、肘かけ下部をそれぞれ2ヵ所（左右で4ヵ所）持っておこなってください。

1 背もたれを起こす
リクライニングレバーを引き上げて、
約100°まで起こします。

2 電源コードを束ねる

3 図のように2人で持って移動
する

※重心が高い位置にあるので注意してください。

必ず2人で
持ってください！

背もたれを前後に動かして固定されていることを確
認してください。

設置後移動するときは
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お買い求めのときは、背パッド、枕、肘パッド、座面パッドは装着されていません。
本機を使用するときは、必ずすべてのパッドを取り付けてください。

1座面パッドを取り付ける
図のように取り付け、本機側とパッド側のマジックテープをしっかりと貼り付けます。

2肘パッドを取り付ける
本機側とパッド側のマジックテープをしっかりと貼り付けます。

※座面パッドの両側を持って、座部に
はめ込むようにして取り付けてくだ
さい。

※取り付けてから座面パッドを上から
しっかり押してください。

※座面パッドの下側もしっかり押して
ください。

※肘パッドを上からしっかり押してく
ださい。

※反対側の肘パッドも同様にして取り
付けてください。
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ここでは、マッサージの手順を簡単に説明します。
詳しくは、参照ページをよくお読みください。
はじめは、背パッドの上にバスタオルなどをのせて、弱い刺激でご使用ください。

安全装置について

もみだまに無理な力が加わると、もみ過ぎ防止のため安全装置が働き、もみだまの動作が止まることがあります。

1ご使用前の確認 …………………………15ページ

2椅子の調節 ………………………………16ページ

3電源を入れる ……………………………17ページ

4肩位置設定をする ………………………18ページ

5マッサージモードを選ぶ
おまかせモードを使う…………………………19ページ

おこのみモードを使う…………………………21ページ

6マッサージが終わったら、電源を切る ………24ページ

※枕のファスナーを背パッド上のフ
ァスナーに合わせて取り付けてく
ださい。

枕

3背パッドを取り付ける
本機上面のファスナーと背パッドのファスナーで取り付けます。

4枕を取り付ける

※背パッドを背もたれに静かにのせ
てください。

取り付けが終わったら、完成イメージ図と見くらべて、正確に取り付けられているか
確認してください。（ 7ページ）

※ファスナーを本体のファスナーに
合わせて取り付けてください。
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ご使用前の確認の結果、異常が発見されたときは…
• そのまま使用せずに、オムロンお客様サービスセンターまで修理を依頼してください。（ 27ページ）

本機を安全にお使いいただくために必ず使用前に点検してください。

✓ チェック1

背パッドをはね上げて、背もたれの布地や背
パッドなどが破れていないか確認する

✓ チェック2

電源コード、リモコンコードなどを確認する

コードの被膜に破損や破れがないか確認する

リモコン
• ひび・破損がないか確認する
• 操作面に破損やはがれがないか確認する

✓ チェック3

電源コードとリモコンコードが本機に挟まれ
たり巻き込まれていないか確認する

• 背もたれと肘パッドの間に挟まれていないか確認する
• 回転台座に巻き込まれていないか確認する

マッサージするときは、必ず背パッドを使用してください。
背もたれをリクライニングさせて、おこのみの角度に合わせて調節してください。

●マッサージが弱いと感じたら…
背もたれを少しずつ倒してみてください。後ろへ倒すほど背もたれに体重がかかりますので、マッサージの
感じ方は強くなります。

※もみだまの位置を確認してからゆっくりと座ってください。
※必ず衣服を着用して座ってください。直接素肌にマッサージするとケガをする恐れがあります。

リクライニングする
背もたれを倒すとき：
リクライニングレバーを引き上げながら、
背もたれにもたれながらゆっくり倒しま
す。

背もたれを起こすとき：
リクライニングレバーを引き上げながら、
上体をゆっくり起こします。

おこのみの角度になったらレバーをはなし
ます。

※リクライニングレバーを引き上げて、背もたれを
倒すときは、ゆっくりおこなってください。

リラックスして座りましょう

✓ チェック4

本機の周辺や下に人、ペット、物などがない
か確認する

50cm

70cm

70cm

椅子の中央に
座ります。

もみだまの位置を確認して
からゆっくりと座ってくだ
さい。
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ここでは、電源の入れ方を説明します。 「肩位置設定」とは…
もみだまの最高位置をお客様の肩の位置に合わせる機能です。お使いになるお客様の体に合わせて、より効果
的なマッサージを実現します。肩位置設定は5段階に切り替えることができます。

1使用前点検をおこない、電源を入れる
①ご使用前の確認をする（ 15ページ）

②電源プラグをコンセントに差し込む
※電源コードは椅子が回転しても引っ張られないようにゆとりを
もたせてください。

③背もたれ裏面の電源スイッチを「入」にする
本体の電源が入り、リモコンの「入／切」ランプのオレンジ色が
点灯します。

※前回のマッサージ終了時、もみだまが収納位置（最上位）に戻
る前に本体裏面の電源スイッチを切ってしまっても電源スイッ
チを入れると、自動的にもみだまが収納位置（最上位）まで移
動します。

※本機はアースの接続は不要です。

電
源 

入 

切 

電
源 

入 

切 

②

③

2リモコンの「入／切」スイッチを押す
リモコンの電源が入り、「入／切」ランプの緑色が点灯します。
（マッサージ待機状態）

1肩位置設定をする
マッサージをはじめる前に肩位置設定をします。

「 ／ 」スイッチを押すと、もみだまが移動します。
お客様の肩位置で、もみだまが（とんとん）とたたくように調節し
てください。

※もみだまの位置をランプの点灯と（とんとん）とたたく動作で
お知らせします。

おまかせモードのとき…
マッサージ中でも肩位置を調節することができます。肩位置設
定ランプはすぐ切り替わりますが、肩位置はもみだま位置が上
下するタイミングで変わります。また、肩位置をお知らせする
動作（とんとん）はおこないません。

おこのみモードのとき…
「背筋のばし」を選択している場合のみマッサージ中の肩位置の
調節ができます。ただしランプの点灯位置は変わりますが、肩
位置をお知らせする動作（とんとん）はおこないません。

「肩位置設定」ランプの見方

※電源を入れると最初の肩位置は「高い」にセットされます。

低い やや低い 中 やや高い 高い
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おまかせモードを使う

19

部位に最適なコースを選んでマッサージしたいときに使います。
あらかじめ用意された3つの自動コース（「上半身」「首・肩」「腰」）から選択します。
マッサージは最大15分以内とし、お客様の体の状態に合わせてお使いください。
おまかせモードは、約12分連続して使用すると、電子タイマーにより自動的に終了します。

※15分を超えるマッサージは、筋肉や神経に対して必要以上の刺激となり、逆効果になりますのでご注意く
ださい。

※眠りながらの使用はしないでください。

1おまかせモードのいずれかのスイッチを
押す

押したスイッチのランプが点灯し、マッサージがスタートします。

※おまかせモードをご利用のときは、「もみだま設定」でマッサー
ジの調節をすることはできません。

※マッサージ中に本機のもみだま移動部を強く押したり、もみだ
まの間に物を挟んでもみだまの動きを止めないでください。

※マッサージ中にもみだまに無理な力が加わると、もみ過ぎ防止の
ため安全装置が働き、もみだまの動作が止まることがあります。

2マッサージを終了する
約12分でマッサージは自動的に終了します。
マッサージを終了するとリモコンの「入／切」ランプの緑色が点
滅に変わり、もみだまが収納位置まで移動して、リモコンが「切」
の状態になります。
（リモコンの「入／切」ランプのオレンジ色が点灯）

マッサージを途中で終了したいときは…
「入／切」スイッチを押します。もみだまが収納位置に移動して停止します。
再びマッサージを始めるときは、17ページ「2」からおこなってください。

マッサージを停止したいときは…
「停止」スイッチ、または動作中のマッサージのスイッチを押します。もみだまは、押したときの位置で停
止します。
停止後3分以内に再びマッサージを始めるときは、19ページ「1」からおこなってください。ただし、「停
止」状態で約3分が経過すると、もみだまが収納位置に戻り、リモコンが「切」の状態になります。
（リモコンの「入／切」ランプのオレンジ色が点灯）このときは、17ページ「2」からおこなってください。

他のマッサージに切り替えるには…
切り替えたいマッサージのスイッチを押してください。
おこのみモードに切り替えることもできます。（ 21ページ）

マッサージの内容

おまかせモードの動作一覧を参照してください。（ 29ページ）

首・肩から腰まで上半身全体をマッサージします。

首・肩のあたりを効果的にマッサージします。

腰のあたりを効果的にマッサージします。

スイッチ マッサージの内容
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おこのみのマッサージモードを選んでマッサージしたいときに使います。
「背筋のばし」「指圧」「もみ」「たたき」「もみたたき」「とんとん」から選択します。
まず「背筋のばし」で上半身全体をリラックスさせてから、コリのある部位をマッサージしていくと効果的です。
「もみだま設定」でマッサージの速さ、もみだまの高さ、もみだまの左右の間隔を調節することもできます。
本機はおこのみモードの中で「背筋のばし」と他のマッサージを組み合わせることもできます。（ 23ページ）

マッサージ時間は、特定の部位1ヵ所あたり最大5分以内としてください。
「背筋のばし」などで上半身全体をマッサージするときは最大15分以内としてください。
おこのみモードは、約15分連続して使用すると、電子タイマーにより自動的に終了します。

※特定の部位を5分以上マッサージしたり、連続して15分を超えるマッサージは、筋肉や神経に対して必要
以上の刺激となり、逆効果になりますのでご注意ください。

※眠りながらの使用はしないでください。

1おこのみモードのいずれかのスイッチを
押す
押したスイッチのランプが点灯し、マッサージがスタートします。

詳しいマッサージの内容は（ 23ページ）

※マッサージ中に本機のもみだま移動部を強く押したり、もみだ
まの間に物を挟んでもみだまの動きを止めないでください。

※マッサージ中にもみだまに無理な力が加わると、もみ過ぎ防止の
ため安全装置が働き、もみだまの動作が止まることがあります。

2もみだま設定をする
おこのみでマッサージの速さ、もみだまの高さ、もみだまの左右の
間隔を調節できます。

■マッサージの速さを調節する
速度調節「 ／ 」スイッチを押すごとに、マッサージの速
さが1段階ずつ速く・遅くなります。

※「背筋のばし」の速さは調節できません。

■もみだまの高さを調節する
位置調節「 ／ 」スイッチを押しつづけると、もみだまが
上・下に移動します。腰から首・肩までのマッサージしたい部
位のところでスイッチをはなしてください。

※「背筋のばし」を使いマッサージしているときは、もみだま
位置は調節できません。

※「背筋のばし」で、もみだまの高さの上限を調節したいとき
は、肩位置設定でおこないます。

■もみだまの間隔を調節する
「幅調節」スイッチを押すごとに「広い→中→狭い→広い…」
というように、もみだまの間隔を1段階ずつ調節できます。

※「もみ」、「もみたたき」でマッサージしているときは、も
みだまの間隔は調節できません。

「速度調節」ランプの見方

※電源を入れると最初の速さは、「中」にセットされます。

遅い やや遅い 中 やや速い 速い

「幅調節」ランプの見方

※電源を入れると最初の間隔は、「広い」にセットされます。

狭い 中 広い

3「入／切」スイッチを押してマッサージを
終了する

「入／切」スイッチを押すと、リモコンの「入／切」ランプの緑色が点
滅に変わり、もみだまが収納位置まで移動して、リモコンが「切」の
状態になります。（リモコンの「入／切」ランプのオレンジ色が点灯）

※「入／切」スイッチを押さなくても約15分でマッサージは自動
的に終了します。

マッサージを停止したいときは…
「停止」スイッチ、または動作中のマッサージのスイッチを押します。もみだまは、押したときの位置で停
止します。
停止後3分以内に再びマッサージを始めるときは、21ページ「1」からおこなってください。ただし、「停
止」状態で約3分が経過すると、もみだまが収納位置に戻り、リモコンが「切」の状態になります。
（リモコンの「入／切」ランプのオレンジ色が点灯）このときは、17ページ「2」からおこなってください。

他のマッサージに切り替えるには…
マッサージ中に他のマッサージのスイッチを押してください。
おまかせモードに切り替えることもできます。（ 19ページ）
ただし、「背筋のばし」をおこなっているときに、他のおこのみモードのスイッチを押したり、「背筋のば
し」以外のおこのみモードのマッサージ中に「背筋のばし」スイッチを押して切り替えようとすると、組
み合わせマッサージになります。（ 23ページ）



マッサージが終わったら
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マッサージの内容

背筋をのばすようにマッサージし、上半身の緊張をほぐします。

指圧するように、ぐっと押しあげてマッサージします。

もみ動作でコリをソフトにほぐします。

たたき動作で頑固なコリをやわらげます。

「もみ」と「たたき」を同時におこないます。

袋打ち（両手を交差して合わせ、手の甲でたたく打ち方）感覚でマッサージします。

スイッチ マッサージの内容

おこのみモードのマッサージを組み合わせるには…
「背筋のばし」は、他のマッサージと組み合わせることができます。特定の部位だけでなく上半身全体をおこのみ
モードでマッサージしたいときに便利です。

背筋のばしをしながら上半身全体に「指圧」動作をおこないます。+

+

+

+

+

背筋のばしをしながら上半身全体に「もみ」動作をおこないます。

背筋のばしをしながら上半身全体に「たたき」動作をおこないます。

背筋のばしをしながら上半身全体に「もみたたき」動作をおこないます。

背筋のばしをしながら上半身全体に「とんとん」動作をおこないます。

マッサージが終わったら、電源スイッチを「切」にし、リモコンはリモコンポケットに収納しておいてくださ
い。また、使用時以外は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

2背もたれを元の位置に戻す
※リクライニングレバーを引き上げながら、上体をゆっくり起こ
します。

1もみだまが収納位置に戻ったことを確認する

3背もたれ裏面の電源スイッチを「切」に
する
電源スイッチを「切」にすると、リモコンの「入／切」ランプの
オレンジ色が消灯します。

5電源プラグをコンセントから抜く

4リモコンをリモコンポケットに収納する

電
源 

入 

切 

電
源 

入 

切 

電
源 

入 

切 
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お手入れと保管

25

お手入れするときは、もみだまが収納位置に戻っていることを確認してから電源スイッチを「切」にし、電源
プラグをコンセントから抜いてください。

※ベンジン、ガソリン、シンナー、アルコールなどは使用しないでください。

ふだんのお手入れ

保管のしかた
次の条件を満たしている環境下で保管してください。

温度：0℃～40℃
湿度：30％RH～85％RH（結露無きこと）

高温・多湿、直射日光のあたるところ、また、ホコリ、腐食性ガスの多いところに保管しない
でください。

※上記の注意事項、その他の正しい使用方法をお守りいただけない場合は、品質に責任を負いかねます。

こんなとき 考えられる原因 直しかた

電源プラグがコンセントから抜
けている

背もたれ裏面の電源スイッチが
「切」になっている

再度使用するときは、リモコン
の「入／切」スイッチを押し電
源を入れてからマッサージをは
じめてください

（ 17ページ）

電源プラグをコンセントに差し込
んでください （ 17ページ）

電源スイッチを「入」にしてく
ださい　　　（ 17ページ）動作しない、または途

中から動かなくなった

※上記の方法でも直らない場合は、オムロンお客様サービスセンターへ修理の依頼をしてください。（ 27ページ）
なお、その際はご購入商品名、型名、お買い上げ時期、故障状況などを詳しくお知らせください。

■音について

本機をお使いになるときは、モーターの回転音、歯車の回転音、生地のこすれる音、椅子のきしみ音などの音
が発生します。
これらは、構造上やむを得ず発生するもので故障ではありません。また、製品寿命にも影響ありません。

リモコンのオレンジ
色ランプが点灯して
いる

リモコンの「入／切」
ランプが消灯している

リモコンのランプが
3つ以上点滅している

• 汚れがついたときは、少量の中性洗剤を溶かし
た水に布を浸し、かたくしぼり拭き取ってくだ
さい。
洗剤が残らないように乾いた布でよく拭き取っ
てください。

• 背パッド、枕、肘パッド（左／右）、座面パッド
などに入浴剤（特にイオウ分を含んだもの）や
シャンプー、整髪料などが付着したときは、速
やかに乾いた布で拭き取ってください。

本　体

• リモコンについた汚れは、乾いた布で拭き取っ
てください。

リモコン

電子タイマーが働き、マッサー
ジが終了している

もみだまに無理な力がかかった
ため、安全装置が働いて停止した

一度、電源スイッチを「切」り、
再度電源を入れ直して、無理な
力がかからないように使用して
ください
また、電源を入れ直しても動作
しない場合は安全装置が働いて
います。電源スイッチを「切」
り、30分以上おいてから使用
してください
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仕様お問い合わせ先

商品は
別売品は

修理は

修理・商品に関するお問い合わせ
別売品・消耗部品のお求めは

オムロンお客様サービスセンター

70120-30-6606
フリーファックス0120-10-1625
受付時間 9:00～19:00（祝日を除く月～金）
（都合によりお休みさせていただくことがあります。）

別売品・消耗部品は、インターネットでもお求めいただけます。

オムロンインターネットパーツセンター

http://shop.healthcare.omron.co.jp
24時間受け付けています。（通信料、送料はお客様ご負担となります）

オムロン健康機器ホームページ「健康プラザ」のご案内

ホームページでは新製品情報や健康に関するさまざまな情報をお届けしています。

あなたの健康づくりに役立つアドバイスやヒントが満載です。

別売品や消耗部品もご注文いただける便利なホームページです。

ぜひ、一度ご覧ください。

http://www.healthcare.omron.co.jp
※通信料はお客様ご負担となります。

フリーダイヤル む ろ ん オ ム ロ ン

通話料無料

通信料無料

おかしいな？と思ったら
「おかしいな？と思ったら」26ページをもう一度ご確認ください。
それでもお分かりいただけなかった場合は、下記のお客様サービスセンターにお問い合わせください。

34BZ5010

器具器械77 バイブレーターのうち、家庭用電気マッサージ器

家庭用電気マッサージ器

あんま、マッサージの代用
疲労回復、血行をよくする、筋肉の疲れをとる、筋肉のコリをほぐす、
神経痛・筋肉痛の緩解

オムロンマッサージチェア pisu（ピ・イス）HM-601

AC100V 50／60Hz

75W（50Hz）85W（60Hz） （無負荷、背筋のばし＋もみたたき　モード時）

30分（1日2回、15分使用として）

約46kg（背パッド、枕、肘パッド、座面パッドなし）

リクライニングしていないとき ：幅 約69.5×高さ約105×奥行き約76cm
最大リクライニングしたとき ：幅 約69.5×高さ約75×奥行き約118.5cm

約100°～145°

約135°

約15分

【背筋のばし】1往復　約23秒／50Hz、19秒／60Hz

背筋のばし動作範囲（上下） 約52.5cm（もみだま移動距離　約39cm）

速度調節　5段階（約145～185回／分）

速度調節　5段階（約16～31回／分）
もみ幅調節範囲 上だま　約5.8cm～約17.8cm
（3段階） 下だま　約10.7cm～約14.5cm

（左右もみだま中央間の距離*）* もみだまが最も出た状態

速度調節　5段階（約300～550回／分　ストローク　約1.29cm）

速度調節　5段階（約15～31回／分＋たたき速さ約150～550回／分）
（もみ幅は「もみ」と同一。たたきストロークは「たたき」と同一）

速度調節　5段階（遅い～速い）

【おまかせモード】上半身コース、首・肩コース、腰コース
【おこのみモード】背筋のばし、指圧、もみ、たたき、もみたたき、とんとん
【組み合わせメニュー（おこのみモード）】5種類

もみ機構、たたき機構、昇降機構そ
れぞれにモータを内蔵。リモコンか
らの動作モード指示情報にもとづ
き、制御回路が各機構の駆動回路を
動作させ、各モータを駆動すること
により指定されたマッサージ動作を
させる

電気用品安全法適合性検査証明済

背パッド、枕、肘パッド（左/右）、座面パッド、取扱説明書（品質保証書付き）

デルタ工業株式会社　広島県安芸郡府中町新地1番14号

オムロン株式会社　ヘルスケアビジネスカンパニー
住所：〒105-0001 東京都港区虎ノ門3-4-10
電話：0120-30-6606（オムロンお客様サービスセンター）

医療用具許可番号

類 別

一 般 的 名 称

使用目的／効能効果

商 品 名 称 　 型 式

使 用 電 源

消 費 電 力

定 格 時 間

質 量 （ 重 量 ）

外 形 寸 法

リクライニング角度

回転台座回転角度

タ イ マ ー

もみだま移動時間

背 筋 の ば し 動 作

指 圧 動 作

も み 動 作

た た き 動 作

も み た た き 動 作

と ん と ん 動 作

マッサージメニュー

動 作 原 理

電 気 的 安 全 性

付 属 品

製 造 元

お 問 い 合 わ せ 先

※お断りなく仕様を変更する場合がありますのでご了承ください。

もみ機構 
たたき機構 
昇降機構 

駆
動
回
路 

制御回路 

電源部 AC100V
リモコン 
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

上半身コース 

全体ほぐし 首部 
マッサージ 

全体のばし 

腰部 
マッサージ 

全体ほぐし 

全体のばし 

肩部ほぐし 

肩部 
マッサージ 

全体のばし 

腰部 
マッサージ 

肩部 
マッサージ 

全体のばし 

始めに肩から腰までじっくり
ほぐし、リラックスさせます。 

肩を中心にマッサージします。 

上半身全体をのばしながら
マッサージします。 

腰を集中的にマッサージし
ます。 

肩を集中的にマッサージし
ます。 

上半身全体をのばします。 

首をマッサージします。 

上半身全体をのばしながら
マッサージします。 

腰から背中をマッサージし
ます。 

上半身全体をほぐしながら
マッサージします。 

上半身全体をのばします。 

肩をソフトにほぐし、マッ
サージを終了します。 

1

10

  

 

 

 

 

 

 

 

 

11

12

13

14

首・肩コース 

全体ほぐし 
 

肩部 
マッサージ 

全体 
マッサージ 

肩部 
マッサージ 
 
 

全体ほぐし 

肩部 
マッサージ 
 

全体 
マッサージ 

肩部広域 
マッサージ 

全体 
マッサージ 

首・肩部 
マッサージ 
 
 

始めに上半身全体をほぐし、
リラックスさせます。 

肩を集中的にマッサージし
ます。 

上半身全体をのばしながら
マッサージします。 

首から背中をマッサージし
ます。 

上半身全体をのばしながら
マッサージします。 

首から肩をマッサージします。 

肩を集中的にマッサージし
ます。 

上半身全体をマッサージし
ます。 

肩をソフトにマッサージし、
ほぐします。 

上半身全体をほぐしながら
のばし、マッサージを終了
します。 

2、6

2～5、6～9は 
繰り返し 

3、7

4、8

5、9

1

2

3

4

5

6
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8

9

10

11

12

腰コース 

腰部と 
全体ほぐし 
 

全体のばし 

腰部 
マッサージ 

全体のばし 

腰部広域 
マッサージ 

全体のばし 
 
 

腰部ほぐし 

腰部広域 
マッサージ 

全体のばし 

腰部広域 
マッサージ 
 
 

全体のばし 

腰部広域 
マッサージ 

始めに腰部を中心に、上半
身全体をじっくりほぐし、
リラックスさせます。 

腰から背中をマッサージし
ます。 

上半身全体をのばしながら
マッサージします。 

腰から背中をマッサージし
ます。 

上半身全体をのばします。 

腰から背中をマッサージし
ます。 

上半身全体をのばしながら
マッサージします。 

腰部を集中的にマッサージ
します。 

上半身全体をのばしながら
マッサージします。 

腰から背中をマッサージし
ます。 

上半身全体をのばします。 

腰部をソフトにほぐし、マッ
サージを終了します。 


